
市
で
は
、
第
３
次
基
本
計
画
で

掲
げ
た
男
女
平
等
参
画
条
例
（
仮

称
）
の
制
定
に
取
り
組
む
た
め
、

ま
ち
づ
く
り
研
究
所
に
第
３
分
科

会
（
共
同
座
長
・
中
島
通
子
弁
護

士
、
神
田
道
子
東
洋
大
学
教
授
）

を
設
置
し
、
２
月
24
日
か
ら
検
討

を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
会
議
は
傍

聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
第
２
回
会
議

３
月
24
日
Œ
午

後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分
、
三
鷹

産
業
プ
ラ
ザ
７
階
701
号
室
で
。

▼
３
月
22
日
Ã
ま
で
に
、
氏
名
・

住
所
・
電
話
番
号
（
あ
れ
ば
フ
ァ

ク
ス
と
メ
U
ル
ア
ド
レ
ス
も
）を
、

メ
U
ル
、
は
が
き
ま
た
は
電
話
で

申
し
込
む
。

∞
企
画
経
営
室
平
和
・
女
性
・

国
際
化
推
進
係
ò
内
線
２
１
１
５

・
「
〒
181
―
８
５
５
５
三
鷹
市
役

所
企
画
経
営
室
」
・
¿
48
―
１
４

１
９
・
Ｅ
メ
U

ル:kika
ku
@

city.m
itaka.tokyo.jp

市
立
小
・
中
学
校
一
貫
教
育
校

の
構
想
の
内
容
に
つ
い
て
、
中
学

校
区
を
単
位
に
、
そ
の
学
区
の
保

護
者
や
地
域
の
み
な
さ
ん
を
対
象

に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

今
後
、
具
体
化
に
向
け
て
、
み

な
さ
ん
の
意
見
、
ご
要
望
を
お
聞

き
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
出
席
し
て
く
だ

さ
い
。

※
該
当
す
る
学
区
の
説
明
会
に

都
合
が
つ
か
な
い
方
は
、
ほ
か
の

学
区
の
説
明
会
に
出
席
で
き
ま

す
。

◆
第
七
中
学
校
区
（
七
中
、
大
沢

台
小
、羽
沢
小
）＝
３
月
９
日
Õ
午

後
６
時
30
分
か
ら
七
中
体
育
館
で

◆
第
六
中
学
校
区
（
六
中
、
一
小
、

北
野
小
）
＝
３
月
10
日
Œ
午
後
２

時
か
ら
六
中
体
育
館
で

◆
第
五
中
学
校
区
（
五
中
、
中
原

小
、
東
台
小
）
＝
３
月
12
日
–
午

後
６
時
30
分
か
ら
五
中
体
育
館
で

◆
第
四
中
学
校
区
（
四
中
、
三
小
、

七
小
）
＝
３
月
13
日
—
午
後
２
時

か
ら
四
中
体
育
館
で

◆
第
三
中
学
校
区
（
三
中
、
五
小
、

高
山
小
）
＝
３
月
20
日
è
午
後
２

時
か
ら
五
小
体
育
館
で

◆
第
一
中
学
校
区
（
一
中
、
四
小
、

六
小
、南
浦
小
）＝
３
月
23
日
Õ
午

後
６
時
30
分
か
ら
一
中
体
育
館
で

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
（
上
履
き

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）。

∞
指
導
室
ò
内
線
３
２
４
７

２００４・３・７�　小・中学校一貫教育校　通訳・翻訳ボランティア 広報

●電話予約
芸術文化センターò47－5122
●窓口販売 芸術文化センター／三
鷹市美術ギャラリー／三鷹市公会堂
※学生券をお求めの方は当日学生

証を拝見します。
●販売時間・休館日
10:00～19:00 月曜日休館。
●プレイガイド
チケットぴあ　ò0570－02－9999

主催事業のチケットについて①優
先予約、②割引（１公演２枚まで）、
③無料郵送（口座振替ご利用の場合）
や、④芸術文化センター内レストラ
ンの割引などいろいろな会員特典が
あります（年会費2,000円）。申込即
日から優先予約もできます。お気軽
に芸術文化センターへ。

３月13日—　18:30開演
18:30～18:45 みたかジュニア・オ
ーケストラによるプレ・コンサート
19:00～　沼尻竜典＆ＴＭＰによる
コンサート
全席指定　会員＝3,000円
一般＝3,500円　学生＝1,800円
出演／沼尻竜典（指揮） 高橋　敦
（トランペット）
曲目／モーツァルト：歌劇「魔笛」
序曲　ハイドン：トランペット協奏
曲 変ホ長調　シューマン：交響曲
第１番「春」

三鷹市出身の俊英指揮者、沼尻竜
典（日本フィルハーモニー交響楽団
正指揮者）率いるトウキョウ・モー
ツァルトプレーヤーズ（ＴＭＰ）の
定期公演。今回はシューマンの交響
曲第１番「春」。明るく颯爽とした
作品です。どうぞお楽しみに。

６月２日Œ
19:15開演
全席指定
会員：
Ｓ＝5,850円
Ａ＝4,950円
一般：
Ｓ＝6,500円
Ａ＝5,500円
学生＝3,300円
曲目／Ｊ.Ｓ.バ
ッハ：無伴奏チェロ組曲第５番ハ短
調ＢＷＶ1011 ブリテン：無伴奏チ
ェロ組曲第1番作品72 ほか
韓国出身のハンナ・チャンは1994

年、弱冠11歳にしてロストロポーヴ
ィチ国際チェロ・コンクールで第1
位と現代音楽賞を併せて受賞し一躍
脚光を浴びました。
受賞から10年という節目の年にふ

さわしく、彼女にとってコンクール
の思い出深い曲を演奏します。

みたかジュニア・オーケストラで
は、新たに加わる団員の募集を行い
ます。
◆応募条件 三鷹市内在住・在学、
もしくは近隣市区在住の小学４年生
から高校１年生の方
◆募集パート ヴァイオリン＆ヴィ
オラ（原則としてヴァイオリンまた
はヴィオラの経験者で、現在レッス
ンについている方）
◆応募方法 応募要項が芸術文化セ
ンター、三鷹市公会堂、美術ギャラ
リーにあります。また、要項の郵送
も承ります。応募用紙を３月16日Õ
必着でお送りください。
◆お問合せ 芸術文化センター　Ｍ
ＪＯ係ò47―5122

劇団「ラブリーヨーヨー」は下北
沢を中心に活躍する若手劇団で、そ
の舞台は観る人の気持ちを明るくさ
せるコメディです。
今回は芸術文化センターで５月に

開催される「ラブリーヨーヨー」の
公演に、一緒に出演していただける
fl小学生、‡60歳以上の方を募集し
ます。
どんな役で出演していただくかは

未定ですが、初心者大歓迎です¿舞
台に立つ喜びを味わってみません
か？
［稽古日程］
４月10日—、17日—、24日—、29日
è、５月15日—、16日À
13:00～17:00
５月11日Õ、12日Œ、13日œ、14日–
17:00～20:00
５月19日Œ本番のリハーサル
17:00～21:30
［会場］三鷹市芸術文化センター、
三鷹市公会堂
［参加費］fl2,000円‡3,000円（友
の会会員＝2,700円）
［応募資格］
º参加時にfl小学１～６年生‡60歳
以上であること（経験不問）
º５月20日～23日の公演（５月20日
œ、21日–19:30から、22日—11:00か
らと15:00から、23日À15:00からの
全５公演）にすべて出演できること。
［応募方法］
Ø「住所・氏名・年齢・（小学生は
小学校名と学年）・電話番号・芝居
歴・ラブリーヨーヨーの公演を観た
ことがあるかどうか・今回の参加へ
の意気込み」を記入した用紙
∞顔写真（裏面に記名）１枚
±官製はがき（宛名面に住所・氏名
を明記）
封筒に以上３点を同封の上、〒181
―0012 三鷹市上連雀６―12―14
三鷹市芸術文化センター「ラブリー
ヨーヨー出演係」まで郵送ください。
［締め切り］３月16日Õ必着。結果
は３月末日までに、官製はがきでご
連絡します。応募者多数の場合は抽
選となります。
［募集人数］各10人程度

友の会ＭＡＲＣＬ（マークル）

チケットのお求め方法

チケットインフォメーション
三鷹市芸術文化振興財団
（三鷹市芸術文化センター内）

ò47-5122
http://mitaka.jpn.org/

★印の公演には託児サービス（１
歳半～未就学児、500円、定員10
人、要予約）があります。

芸術文化センター風のホール

★沼尻竜典＆トウキョウ・
モーツァルトプレーヤーズ32
名曲コンサート～2004z春`

★ハンナ・チャン　チェロ・リサイタル

田
中
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
49

年
間
、
市
内
牟
礼
に
居
住
し
、

創
作
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

今
回
、
２
月
ま
で
美
術
ギ
ャ

ラ
リ
U

で
開
催
さ
れ
て
い
た

「
あ
る
サ
ラ
リ
U
マ
ン
・
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
軌
跡
」
展
（
三
鷹

市
芸
術
文
化
振
興
財
団
主
催
企

画
展
）に
、田
中
さ
ん
の
作
品
が

展
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
き
っ

か
け
と
し
て
、
ゆ
か
り
あ
る
三

鷹
市
に
最
新
作
品
の
寄
贈
の
申

し
入
れ
が
あ
っ
た
も
の
で
す
。

寄
贈
作
品
は
「
有
限
」
「
相

態
形
態
」
「
色
彩
行
動
」
な
ど

ケ
ン
ト
紙
に
ア
ク
リ
ル
絵
具
で

描
か
れ
た
も
の
を
中
心
と
し
た

12
点
で
す
。

田
中
さ
ん
か
ら
は
平
成
13
年

に
も
作
品
の
寄
贈
を
受
け
て
い

ま
す
。

∞
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
室
ò

内
線
２
５
１
７

中
心
市
街
地
の
商
業
活
性
化

事
業
と
し
て
、
X

ま
ち
づ
く
り

三
鷹
が
整
備
し
た
店
鋪
に
、
Ｆ

Ｃ
東
京
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
シ
ョ
ッ

プ「
Ｔ
Ｉ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
Ｉ（
テ
ィ
フ
ォ

U
ジ
）
」
が
開
店
し
ま
し
た
。
Ｆ

Ｃ
東
京
の
選
手
を
迎
え
て
３
月

７
日
À
に
盛
大
に
オ
U
プ
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

▽
３
月
７
日
À
午
後
０
時
30
分

〜
、
「
Ｔ
Ｉ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
Ｉ
（
テ
ィ

フ
ォ
U
ジ
）」（
下
連
雀
３
―
33

―
５
―
101
）
で
。

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
く
わ
し

く
は
同
店
ò
46
―
２
７
７
５

へ
。∞

生
活
経
済
課
商
工
労
政
係

ò
内
線
２
５
４
３

絵
画
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た

洋
画
家
の
田
中
田
鶴
子
さ
ん

「相態形態」 2003

傍
聴
で
き
ま
す

ま
ち
づ
く
り
研
究
所

第
３
分
科
会

三
鷹
市
と
¬
三
鷹
国
際
交
流
協

会
（
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
）
で
は
、

「
三
鷹
市
通
訳
・
翻
訳
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
サ
U
ビ
ス
制
度
」
の
あ
ら
ゆ

る
言
語
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者

を
受
付
中
で
す
。
こ
の
制
度
は
、

外
国
籍
市
民
が
円
滑
な
社
会
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
通
訳
・
翻
訳
サ
U
ビ
ス
を

提
供
す
る
も
の
で
す
（
し
ば
ら
く

は
市
の
窓
口
業
務
な
ど
を
中
心
に

活
動
予
定
）。

ま
た
、
１
月
に
市
と
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｈ

Ｏ
Ｐ
が
締
結
し
た
「
防
災
パ
U
ト

ナ
U
シ
ッ
プ
協
定
」
に
基
づ
く
災

害
時
の
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
あ

わ
せ
て
募
集
い
た
し
ま
す
。

興
味
を
お
持
ち
の
方
で
あ
れ
ば

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
の
協
力
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

※
外
国
籍
市
民
の
方
の
利
用
に

つ
い
て
は
後
日
、ホ
U
ム
ペ
U
ジ
、

広
報
み
た
か
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

◆
登
録
用
紙
の
配
布

企
画
経
営

室
（
市
役
所
３
階
）
、
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｈ

Ｏ
Ｐ
（
三
鷹
市
中
央
通
り
タ
ウ
ン

プ
ラ
ザ
４
階
）
で
配
布
中
。
三
鷹

市
ホ
U

ム
ペ
U

ジh
ttp
://w

w
w
.city.m

itaka.tokyo.jp/

か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
U
ド
で
き
ま
す
。

◆
受
付
方
法

祝
日
を
除
く
水
・

土
曜
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
、
証
明
写
真
（
縦
３
×
横
2.5
B
）

を
持
参
し
て
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
へ
直

接
申
し
込
む
。

く
わ
し
く
は
、
制
度
に
つ
い
て

は
企
画
経
営
室
平
和
・
女
性
・
国

際
化
推
進
係
ò
内
線
２
１
１
５

へ
、
登
録
に
つ
い
て
は
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｈ

Ｏ
Ｐ
ò
43
―
７
８
１
２
・
71
―
０

０
３
２
へ
。

昨
年
８
月
に
「
国
の
史
跡
」
に

指
定
さ
れ
た
玉
川
上
水
を
、
ご
み

の
不
法
投
棄
や
ポ
イ
捨
て
に
よ
る

汚
れ
か
ら
守
ろ
う
と
、２
月
21
日
、

上
水
は
、
作
家
・
太
宰
治
の
足
跡

を
し
の
ぶ
フ
ァ
ン
や
ジ
ブ
リ
美
術

館
の
見
学
者
な
ど
、
全
国
か
ら
三

鷹
を
訪
れ
る
人
々
に
も
注
目
さ
れ

る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
に
呼
び

か
け
て
の
ク
リ
U
ン
作
戦
は
今
年

で
３
回
目
。
初
め
て
土
曜
日
に
実

施
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
多
数
の
み

な
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

第
五
小
学
校
の
５
年
生
が
、
毎

週
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
午
前
10

時
〜
午
後
２
時
に
１
時
間
程
度
、

「
キ
レ
イ
に
し
よ
う
井
の
頭
」
と

い
う
ゼ
ッ
ケ
ン
を
目
印
に
付
け
て

井
の
頭
公
園
の
ご
み
拾
い
を
し
て

い
ま
す
。

五
小
で
は
昨
年
か
ら
こ
う
し
た

取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

「
ご
み
拾
い
で
き
る
方
は
し
て

く
だ
さ
い
。
も
し
で
き
な
い
方
は

せ
め
て
ご
み
を
捨
て
な
い
で
く
だ

さ
い
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

広
報
に
も
こ
ん
な
メ
ッ
セ
U
ジ

が
届
い
て
い
ま
す
。

窓
口
対
応
か
ら
災
害
時
ま
で

外
国
人
を
支
援
す
る
通
訳
・
翻
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

す
べ
て
の
言
語
で
登
録
受
付
中

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

200
人
が
玉
川
上
水

ク
リ
U
ン
作
戦
¿

「
キ
レ
イ
に
し
よ
う
井
の
頭
」

今
年
も
実
施

五
小
生
が

井
の
頭
公
園
で
ご
み
拾
い

Ｊ
リ
U
グ
開
幕
直
前
¿

Ｆ
Ｃ
東
京
の
選
手
が
や
っ
て
く
る
¿

Ｆ
Ｃ
東
京
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
シ
ョ
ッ
プ

「
Ｔ
Ｉ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
Ｉ
（
テ
ィ
フ
ォ
U
ジ
）」

オ
U
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
開
催

ラブリーヨーヨーの舞台公演に
出演してみませんか？

☆みたかジュニア・
オーケストラ団員募集中¿

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
市
民
な
ど
が
集

り
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
参

加
し
た
の
は
、
申
し
込
み
の
あ
っ

た
市
民
の
ほ
か
、
住
民
協
議
会
、

町
会
、
玉
川
上
水
関
連
の
環
境
団

体
、
第
五
小
学
校
サ
ッ
カ
U
部
の

子
ど
も
た
ち
や
武
蔵
野
法
人
会
、

三
鷹
の
森
ジ
ブ
リ
美
術
館
ス
タ
ッ

フ
と
市
職
員
の
総
勢
約
200
人
。

武
蔵
野
市
と
の
境
に
あ
る
大

橋
、
風
の
散
歩
道
沿
い
の
山
本
有

三
記
念
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「男女平等条例」 市民グループが独自案を作成
ホームページで公開中　興味のある方は参加を

http://subsite.icu.ac.jp/people/gendersite/mitaka-gem
市が検討を進めている男女平等に
ついての条例に、独自の立場から取
り組んでいる市民のグループがあり
ます。
このグループは三鷹市男女平等条
例をつくる市民の会で、「三鷹市男
女平等条例第１次試案」をホームペ
ージで発表しています。
三鷹市では、1978年の「女性憲

章」制定以来、男女平等、共同参画
については常に活発な市民の参加が
行われています。この会は「三鷹市
男女平等行動計画」の策定にかかわ
った検討市民会議のメンバーなどを
中心に昨年５月結成され、以後毎月
１～２回会議を開いて試案をつくり
ました。
試案は７つの章からなり、セクハ
ラやＤＶなどの禁止、メディアにお
ける問題の指摘と是正措置、市や事
業者の責務、男女平等オンブズマン
や審議会の設置などを盛り込んでい
ます。
男女平等問題は、身近な問題でも
あるため、その理解も多様で、会で
は主婦や地域で活動している方、学

識者、弁護士など社会のさまざまな
分野に属する方が意見をぶつけあい
理解しあうことで試案をまとめてき
ました。
会をまとめる一人である吉村千織
さんは「男女が共に生活しやすい社
会システムをつくることが大切、そ
のためにより多くの人の意見を取り
入れたい」と言います。最近では新
たに大学生なども加わり、ますます
議論も盛んになっています。
条例案はホームページでご覧にな
れるほか、新しい参加者も募集して
います。次回会議は３月９日Õ午後
７時から、女性交流室（三鷹市中央
通りタウンプラザ４階）で。くわし
くは同会（国際基督教大学国際関係
学科田中かず子研究所気付）ò33
―3180・¿33―3229へ。
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